
第２７２回福島県災害対策本部員会議（概要） 

災害対策本部総括班まとめ 

 

１ 日 時：平成 24年 7月 2日(月）9:53～10:01 

２ 場 所：自治会館 303会議室 

３ 内 容： 

（１）環境放射能測定結果（暫定値）の状況について 

 事務局：別紙資料により説明 

  7月 2日午前 6時現在の状況について報告する。 

直近の測定結果で、最小値は、南会津地方、道の駅しもごうの 0.04μSv/h、最大

値は、相双地方、大熊町夫沢三区地区集会所の 34.57μSv/hとなっている。 

 おおむね横ばいまたは減少傾向を示している。 

 

（２）福島県民向け電話相談窓口 週報について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は 171件。 

  主な内容としては、⑦水産物に含まれるストロンチウムの検査は行っているのか、

⑩自分で作った野菜の放射性物質の検査をしたい、⑯警戒区域等が解除になった地域

で、貸し出ししていた図書を回収しようと思っているが、持ち出す際の基準となる数

値はあるか、等の問い合わせがあった。 

 

（３）「農林水産業に関する相談窓口」の利用状況について 

 農林水産部長：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は、6件。 

主な内容としては、野菜・果樹のモニタリングに関する問い合わせ、検査結果の新

聞への掲載方法について、家庭菜園における野菜の作付けや除染に関する問い合わせ

等だった。 

特に、梅に関する問い合わせが 3件寄せられ、内容としては、出荷制限されている

市町村について、検査結果、制度の仕組み等について回答した。 

 

（４）「原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口」利用状況について 

原子力損害対策担当理事：別紙資料により説明 

 先週の相談件数は、131 件となっており、傾向としてはやや少な目の件数で推移し

ている。 

浜通り、中通りの個人の方からの問い合わせが多くを占めている。 

内容としては、県南・会津地域の方からは、給付金に関する手続きについて、浜通



りの方からは、東京電力が先週から第 4回目の個人の方向けの請求受け付けを開始し

たことにより、事務手続きに関する問い合わせが多く寄せられている。 

 

（５）経営・金融・労働の相談状況について 

 商工労働部長：別紙資料により説明 

先週の相談件数は、合計で 18件。前の週が 16件であり、ほぼ横ばいまたは微増と

なっている。 

相談内容は、制度資金に関する融資要件についての相談、失業給付期間が切れた避

難者の方からの就職相談等があった。 

 

 （６）台風４号による農林水産業関係被害について 

農林水産部長：別紙資料により説明 

  台風４号による農林水産業関係の被害については先週も報告したが、6 月 27 日現

在での被害額が 2億 1,981万 4千円、このうち、大葉・きゅうり・ミニトマト等の農

作物、農地の法面崩壊、農業用施設では頭首工、道路、水路、林道等の被害が発生し

ている。 

 

 （７）台風４号による公共土木施設の被害について 

 土木部長：別紙資料により説明 

  台風４号による公共土木施設の被害については、市町村・県を合わせて 121件、 

13億 7千万円余となっている。 

 被害発生は中通り、浜通りであり、会津地方では被害は発生していない。早急な復 

旧に向け努力していく。 

 

 （８）福島第一原発４号機の状況について 

 オフサイトセンター：資料なしで説明 

  福島第一原発４号機の使用済み燃料プールの冷却システムの自動停止ということ

で、たびたび県民の皆様に御不安を与え、御迷惑をおかけしており申し訳ない。 

  経緯としては、6月 30日 6:24に 4号機の使用済み燃料プール代替冷却システムが

自動停止した。 

  原因を調査したところ、無停電電源装置の故障と判断した。これをバイパスし、7

月 1日 15:07に再び運転を再開した。 

  その間、温度上昇が約 10度、保安規定上の約 65℃以下ということは十分満足して

いるが、これについて、復興再生協議会の場で大臣からも多重化等について再度検討

したいという発言もあったので、保安院としても引き続き、検討、東京電力を指導し

てまいりたい。 



 

（９）知事より 

知事： 

去年から、この災害対策本部会議において、安全・安心を最優先に収束していただ

きたいということを何度も申し上げている。 

 しかし、残念ながら、このようなことが度々起こっている。これによって、県民は

どのくらい不安を持ってしまうか。 

 その都度、大臣からも確認してきたという発言があるものの、その舌が乾かないう

ちにこのようなことが起こる。 

 とにかく、安全最優先に取り組んでいただいて、再びこのようなことがないように

しっかりと対応していただきたいと申し上げておく。 


